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よりいブランドの
確立

地域内経済循環の
促進

少
子
化
が
進
む
寄
居
町
も
子
ど
も
達
の
教

少
子
化
が
進
む
寄
居
町
も
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
や
教
育
方
法
が
今
後
の
課
題
。

育
環
境
や
教
育
方
法
が
今
後
の
課
題
。

他
自
治
体
に
先
駆
け

他
自
治
体
に
先
駆
け
あ
る
べ
き
教
育

あ
る
べ
き
教
育

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

を
地
を
地

域
住
民
と
創
る
。

域
住
民
と
創
る
。

一般
会
計
予
算
に
対
し
緊
急
動
議
で
附
帯
決

一般
会
計
予
算
に
対
し
緊
急
動
議
で
附
帯
決

議
を
可
決
。
学
校
再
編
に
対
し
、
義
務
教
育

議
を
可
決
。
学
校
再
編
に
対
し
、
義
務
教
育

学
校
の
方
向
性
を
含
め
住
民
教
育
関
係
者
、

学
校
の
方
向
性
を
含
め
住
民
教
育
関
係
者
、

議
会
と
合
意
形
成
を
。

議
会
と
合
意
形
成
を
。

校
長
２
人
制
の
主
張
、
許
せ
な
い一方
的
な

校
長
２
人
制
の
主
張
、
許
せ
な
い一方
的
な

理
論
の
進
め
方
。不
自
然
な
準
備
委
員
会
構

理
論
の
進
め
方
。不
自
然
な
準
備
委
員
会
構

成
は一般

成
は一般
1313
名
教
育
関
係
者

名
教
育
関
係
者
2828
名
、計
名
、計
4141
名
。
名
。

正
当
な
人
事
構
成
か
。

正
当
な
人
事
構
成
か
。

前
回
カッ
プ
ル
成
立

前
回
カッ
プ
ル
成
立
5050
％
の
結
果
。そ
の
勢

％
の
結
果
。そ
の
勢

い
を
年
２
回
開
催
につ
な
げ
た
い
。
健
康
弁

い
を
年
２
回
開
催
につ
な
げ
た
い
。
健
康
弁

当
と
ラ
ン
チ
を
ス
ー
パ
ー
と
飲
食
店
につ
な

当
と
ラ
ン
チ
を
ス
ー
パ
ー
と
飲
食
店
につ
な

げ
れ
ば
ブ
レ
イ
ク
の
予
感
。

げ
れ
ば
ブ
レ
イ
ク
の
予
感
。

学
校
統
廃
合
、
部
活
動
地
域
移
行
等
教
育

学
校
統
廃
合
、
部
活
動
地
域
移
行
等
教
育

環
境
の
変
化
が
大
き
い
予
算
案
。
公
共
施

環
境
の
変
化
が
大
き
い
予
算
案
。
公
共
施

設
の
修
繕
費
用
も
多
く
、
今
後
は
よ
り

設
の
修
繕
費
用
も
多
く
、
今
後
は
よ
り

「
選
択
と
集
中
」
を
。

「
選
択
と
集
中
」
を
。

農
工
商
の
新
規
事
業
者
が
定
着
で
き
る
下
地

農
工
商
の
新
規
事
業
者
が
定
着
で
き
る
下
地

づ
く
り
を
支
援
し
、地
域
内
経
済
を
活
発
化

づ
く
り
を
支
援
し
、地
域
内
経
済
を
活
発
化

さ
せ
、
町
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
取

さ
せ
、
町
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
取

り
組
み
に
期
待
す
る
！

り
組
み
に
期
待
す
る
！

16人の16人の
熱視線！熱視線！

のびしろのびしろ
注目点注目点

一般会計予算一般会計予算令和
７年度

峯
岸
町
政
は
現
在
、
任
期
4
年
の
折
り
返
し
地
点
。
令
和

7
年
度
当
初
予
算
で
の
所
信
表
明
で
は「
課
題
は
多
い
が

見
方
を
変
え
れ
ば
全
て
の
び
し
ろ

4

4

4

4

。寄
居
町
は
さ
ら
に
良

く
な
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。一方 

我
々
議
会
に
も
、こ

の
ポ
ス
タ
ー
で
浮
き
彫
り
と
なっ
た
多
く
の
課
題
に
対
し
、

打
開
の一手
を
打つ
役
割
と
大
き
な
責
任
が
あ
る
。

今
号
で
は
ま
ず
、
令
和
7
年
度
当
初
予
算
へ
の
全
議
員
の

「
の
び
し
ろ

4

4

4

4

注
目
点
」と
そ
の
熱
視
線
を
ご
覧
い
た
だ
き
たい
。

埼
玉
県
内
63
市
町
村
中
「
空
き
家
ワ
ー
ス
ト
1
位
」「
健
康
長
寿 

男
53
位
・

女
63
位
」「
道
舗
装
率
51
位
」「
出
生
率
49
位
」「
婚
姻
率
48
位
」

「
１
人
あ
た
り
市
町
村
民
所
得
44
位
」
な
ど

町が作成したポスター。県内市町村中、特に低い順位の項目をあえてピックアップし、自虐的に「のびしろたっぷりの町」とＰＲ。埼玉新聞社主催 新聞広告コンテスト優秀賞受賞。

変わる教育環境へ
の対応

公共施設の今後を
注視

町コン２度開催に
期待

ヒットの予感健康
弁当

一方的な理論学校
統合

おかしな準備委員
構成小学校建設詳細設

計！

一般会計予算附帯
決議未来のあるべき教

育は

ちょうどいい田舎暮
らしを

保
泉
周
平

保
泉
周
平
議議 員員

笠
原
則
夫

笠
原
則
夫
議議 員員

権
田
孝
史

権
田
孝
史
議議 員員

稲
山
良
文

稲
山
良
文
議議 員員

原
口　
孝

原
口　
孝
議議 員員

久
保
鷹
矢

久
保
鷹
矢
議議 員員

𠮷
澤
康
広
議
長



議
会
は
こ
う
見
る 

令
和
７
年
度
予
算
Ｔ
ｏ
ｐ
５　
「
第
１
位
は
民
生
費
」

Ｎｅｘ
ｔ
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55
歳
児
健
診
開
始
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

歳
児
健
診
開
始
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

増
設
は
子
育
て
支
援
の一環
と
し
て
評
価

増
設
は
子
育
て
支
援
の一環
と
し
て
評
価

す
る
が
、
給
食
費
・
保
育
料
無
償
化
が
な

す
る
が
、
給
食
費
・
保
育
料
無
償
化
が
な

さ
れ
ず
、
残
念
。

さ
れ
ず
、
残
念
。

子育て支援が不十
分

桜沢コミセン整備
工事

中央公民館空調改
修

多
く
の
寄
居
町
公
共
施
設
で
老
朽
化
に
よ
る

多
く
の
寄
居
町
公
共
施
設
で
老
朽
化
に
よ
る

不
具
合
が
あ
り
、
速
や
か
な
修
理
を
行
う
予

不
具
合
が
あ
り
、
速
や
か
な
修
理
を
行
う
予

定
に
なって
い
る
。
町
民
の
利
便
性
を
第一

定
に
なって
い
る
。
町
民
の
利
便
性
を
第一

に
考
え
た
予
算
に
期
待
！

に
考
え
た
予
算
に
期
待
！

5歳児健診開始は
評価

少
子
化
対
策
の
鍵
は
産
前
か
ら一貫
し
た
切

少
子
化
対
策
の
鍵
は
産
前
か
ら一貫
し
た
切

れ
目
の
ない「
母
子
養
育
支
援
」に
あ
り
。

れ
目
の
ない「
母
子
養
育
支
援
」に
あ
り
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等へ
の
確
か
な
支
援
に
も

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等へ
の
確
か
な
支
援
に
も

期
待
。
期
待
。

歳
入
の
歳
入
の
大大た

い
そ
う

た
い
そ
う宗宗

を
占
め
る
町
税
が
３
年
連
続

を
占
め
る
町
税
が
３
年
連
続

5050
億
円
突
破
。
財
政
運
営
の
安
定
に
寄
与
。

億
円
突
破
。
財
政
運
営
の
安
定
に
寄
与
。

教
員
の
負
担
軽
減
や
少
子
化
を
背
景
に
中

教
員
の
負
担
軽
減
や
少
子
化
を
背
景
に
中

学
校
部
活
動
を一部
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
。

学
校
部
活
動
を一部
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
。

（
仮
称
）
城
南
小
学
校
、
城
南
中
学
校
長
寿

（
仮
称
）
城
南
小
学
校
、
城
南
中
学
校
長
寿

命
化
改
修
事
業
は
、
令
和

命
化
改
修
事
業
は
、
令
和
1010
年
度
の
開
校

年
度
の
開
校

に
向
け
、
順
調
に
事
業
が
進
んでいる
。

に
向
け
、
順
調
に
事
業
が
進
んでいる
。

子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
を
支
援
す
る
居
住

子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
を
支
援
す
る
居
住

促
進
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
。
若
い

促
進
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
。
若
い

頃
か
ら
の「
健
康
づ
く
り
」に
対
す
る
意
識

頃
か
ら
の「
健
康
づ
く
り
」に
対
す
る
意
識

の
啓
発
を
。

の
啓
発
を
。

町
外
の
総
合
病
院
へ
町
外
便
の
本
格
運
行
で

町
外
の
総
合
病
院
へ
町
外
便
の
本
格
運
行
で

さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
。
住
宅
改
修
資
金

さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
。
住
宅
改
修
資
金

補
助
金
の
経
済
効
果
は
予
算
の

補
助
金
の
経
済
効
果
は
予
算
の
1010
倍
。
年
度

倍
。
年
度

内
限
定
に
せ
ず
、
経
済
効
果
向
上
を
。

内
限
定
に
せ
ず
、
経
済
効
果
向
上
を
。

4040
代代
5050
代
女
性
の
乳
が
ん
検
診
の
期
間
限

代
女
性
の
乳
が
ん
検
診
の
期
間
限

定
無
料
化
や
健
診
等
の
受
診
時
に
ナ
ト
カ

定
無
料
化
や
健
診
等
の
受
診
時
に
ナ
ト
カ

リ
測
定
実
施
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
対
す

リ
測
定
実
施
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
対
す

る
健
康
長
寿
の
取
組
に
期
待
。

る
健
康
長
寿
の
取
組
に
期
待
。

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
高
齢
者
福
祉

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
高
齢
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
事
業
や
移
動
販
売
事
業
な
ど
、

タ
ク
シ
ー
事
業
や
移
動
販
売
事
業
な
ど
、

好
評
の
声
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
取
組

好
評
の
声
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
取
組

を
推
進
し
て
ほ
しい
。

を
推
進
し
て
ほ
しい
。

高齢化地域の維持を

町民の居住環境の向上健康長寿の町へ前進を

救命教育授業継続

デマンドタクシー運行

住宅改修資金補助金
子育て世帯の居住促進

「健康意識」の普及

（仮称）城南小学校！

健康弁当事業の推進！町税３年連続50億円突破

部活一部地域クラブ移行子ども家庭センター拡充

5歳児健診 円滑な就学へ

津
久
井
大
雄

津
久
井
大
雄
議議 員員

本
間
政
道

本
間
政
道
議議 員員

大
澤　
博

大
澤　
博
議議 員員

鈴
木
詠
子

鈴
木
詠
子
議議 員員

𠮷
田
正
美

𠮷
田
正
美
議議 員員

岡
本
安
明

岡
本
安
明
議議 員員

里
見
夕
子

里
見
夕
子
議議 員員

吉
田
林
藏

吉
田
林
藏
議議 員員

浅
見
玲
子

浅
見
玲
子
議議 員員
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歯
止
め
か
か
ら
ぬ
少
子
高
齢
化

少
子
高
齢
化

民
生
費
ふ
く
ら
み

過
去
最
大
予
算

視
点
・
論
点
・
注
目
点

 

予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

一
般
会
計
の
目
的
別
歳
出
の
中
で
、

最
も
高
い
割
合
を
占
め
る
の
は
民
生

費
。
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
町
の

財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

町
の
人
口
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
12

年
か
ら
人
口
は
減
と
な
り
な
が
ら
も
、

民
生
費
の
割
合
は
増
加
。
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
で
も
、
加
速
す
る
福
祉

関
連
の
需
要
に
対
し
て
、「
効
果
の

あ
る
事
業
化
が
な
さ
れ
て
い
る
か
」

に
注
目
し
た
い
。

 

利
用
率
上
昇
「
学
童
保
育
」 

「
共
働
き
世
帯
の
増
加
」「
女
性
の
就

業
率
の
増
加
」「
核
家
族
の
増
加
」等
、

社
会
的
な
背
景
に
よ
り
学
童
保
育
の

利
用
率
は
年
々
上
昇
。
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
、
町
内
小
学
校
の
全
児

童
数
１
２
０
０
人
中
、
39
％
に
あ
た

る
４
７
１
人
が
利
用
し
て
い
る
。

町
に
は
13
か
所
の
学
童
施
設
が
あ
る

が
「
キ
ッ
チ
ン
や
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
て
い
な
い
」「
施
設
が
狭
く
子
ど
も

た
ち
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
」
な
ど

の
課
題
も
…
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご
せ

る
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

令
和
7
年
度一般
会
計
予
算
は
１
４
１

億
１
１
８
７
万
９
０
０
０
円
（
前
年
度
比

４
・
６
％
増
）
で
、
財
源
の
大た

い
そ
う宗

を
占
め

る
町
税
収
入
は
過
去
最
高
額
の
52
億

９
８
２
９
万
５
０
０
０
円（
前
年
度
比
０・

９
％
増
）。

こ
の
貴
重
な
財
源
を
、
町
は
ど
う
効
果

的
に
予
算
配
分
し
た
の
か
。

今
号
で
は
、一般
会
計
歳
出
の
上
位
５

費
目
に
つ
い
て
、
町
民
の
声
と
共
に
注

目
点
を
取
り
上
げ
る
。

15
人
の
議
員
に
よ
る
３
５
７
項
目
の
予

算
質
疑
か
ら
、寄
居
町
の「
今
」を
検
証
。

※P.4〜P.9 金額はすべて万円単位（以下切捨）で表記

こども家庭センター運営事業　1456万円
子育て世代包括支援センターを「こども家庭センター」に拡充し、児童福祉と母子保健
の業務を実施

子育て支援交付金　620万円
第１・２子出生時に３万円分、第３子以降は５万円分を地域通貨Yori-Caポイントで支給

学童クラブ新設　1726万円
待機児童対策として、新たに桜沢小学校区に学童クラブを開設

事 業注 目

介
護
・
子
育
て
・
高
齢
者
・

障
害
者
等
、
福
祉
に
使
う

お
金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年々増加の民生費  　「加速する福祉の需要」に応えられるか

ຽ生費 ���8�

૯務費 1��8�

育費ڭ 12�2�

Ӵ生費 ��4�

費 6�8�

37.8%
歳出全体の

5353億34933493万円

民
生
費

民
生
費

議会はこう見る

フカボリフカボリ
令 和 ７ 年 度

TopTop55予算

1



お元気ですか　寄居議会です　 （令和７年３月定例会号）05

桜沢学童「おひさま（第１第２）」は、本来40人
規模の施設であるべきところを、80人前後
の児童が利用していました。新しい学童「ひ
だまり」が新設されて、こちらに26人が移
ると、子ども達が落ち着いて過ごせるよう
になり、とてもありがたいです。

桜沢学童支援員
小
お が わ

川亜
あ き こ

希子さん（本庄市）

視
点
・
論
点
・
注
目
点

 

予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

一
般
会
計
の
目
的
別
歳
出
の
中
で
、

最
も
高
い
割
合
を
占
め
る
の
は
民
生

費
。
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
町
の

財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

町
の
人
口
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
12

年
か
ら
人
口
は
減
と
な
り
な
が
ら
も
、

民
生
費
の
割
合
は
増
加
。
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
で
も
、
加
速
す
る
福
祉

関
連
の
需
要
に
対
し
て
、「
効
果
の

あ
る
事
業
化
が
な
さ
れ
て
い
る
か
」

に
注
目
し
た
い
。

 

利
用
率
上
昇
「
学
童
保
育
」 

「
共
働
き
世
帯
の
増
加
」「
女
性
の
就

業
率
の
増
加
」「
核
家
族
の
増
加
」等
、

社
会
的
な
背
景
に
よ
り
学
童
保
育
の

利
用
率
は
年
々
上
昇
。
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
、
町
内
小
学
校
の
全
児

童
数
１
２
０
０
人
中
、
39
％
に
あ
た

る
４
７
１
人
が
利
用
し
て
い
る
。

町
に
は
13
か
所
の
学
童
施
設
が
あ
る

が
「
キ
ッ
チ
ン
や
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
て
い
な
い
」「
施
設
が
狭
く
子
ど
も

た
ち
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
」
な
ど

の
課
題
も
…
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご
せ

る
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

　　　  令和７年４月に新たに開所した「桜沢学童ひだまりクラブ」。一軒家（戸建）
を活用し家庭的な雰囲気で広々とした施設。キッチン完備でおやつも準備できる。

1

議場のリアル！
映像はコチラ

お元気ですか　寄居議会です　 （令和７年３月定例会号）

桜沢学童の新設で、子ども1人ずつの
スペース確保が改善されました。大変
良かったと思います。あとはトイレで
すね。新しい学童はトイレが一つなの
で、これが改善できたら、もっと子ど
もたちのためになると思います。

大
お お た に

谷明
あ け み

美さん（桜沢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年々増加の民生費  　「加速する福祉の需要」に応えられるか

2

1 2 3

子ども達と楽しくがんばります♪
桜沢学童支援員
田
た ぬ ま

沼美
み ち こ

智子さん（深谷市）

学童（放課後児童クラブ）
については寄居町ＨＰを
ご覧ください

寄
居
町
議
会
初
！ 

一般
会
計
当
初
予
算
に
対
す
る
「
附
帯
決
議
」
を
議
決
。
学
校
再
編
、
幅
の
広
い
議
論
へ

Ｎｅｘ
ｔ

データで見る寄居町
人口は減っているが民生費割合は増えている

注）人口は平成12年・22年共に同年10月１日、令和７年は4月1日現在。
　　民生費の割合は平成12・22年が共に前年度決算数値、令和７年は予算数値。

平成12年（2000）

21.0%
民生費
割合

人口
38,516人

平成22年（2010）

30.2%

民生費
割合

人口
36,794人

令和７年（2025）

37.8%

民生費
割合

人口
31,535人

3
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視
点
・
論
点
・
注
目
点

 

予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

第
２
位
は
総
務
費
。
総
務
費
の
中
の「
ふ

る
さ
と
納
税
」、
市
場
規
模
は
1
兆
円

を
超
え
、
今
後
も
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

寄
居
町
は
返
礼
品
数
や
寄
附
額
の
面
で
、

ま
だ
ま
だ
大
き
な「
の
び
し
ろ
」が
あ
る
。

寄
附
用
途
の
工
夫
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
自
主
財
源
の
確
保
に
加
え
、
地
域

産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
。

他自治体へふるさと納税しています。
返礼品は日用品とお米を選ぶことが
多いですね。寄居町の返礼品にはど

んなものがあるんでしょうか。
三
み か じ り

ヶ尻由
ゆ み こ

美子さん（西部）

予算については
「広報よりい４月号」
もご覧ください

議場のリアル！
映像はコチラ

（32秒あたり〜）

議場のリアル！
映像はコチラ

小
中
学
校
、
公
民
館
、
図
書
館

の
運
営
費
等
、
教
育
全
般
に
使

う
お
金

　未来ある子ども達の幸せは わたしたちの責任
人
事・企
画・財
政・徴
税・戸
籍・

選
挙
等
町
の
総
括
的
な
事
務
事

業
に
使
う
お
金

教
育
費

教
育
費

  まだある「のびしろ」

総
務
費

総
務
費

原口かお
城南中学校区再編整備事業　1億4556万円
（仮称）城南小学校建設・城南中学校長寿命
化改修事業に伴う設計業務

部活動地域移行事業　248万円
2つの部活動について休日の活動を地域クラ
ブ活動に移行

NEXT GIGAスクール
タブレット端末整備事業　988万円

既存GIGAスクールタブレット端末のリース
期間満了に伴う更新

事 業注 目

ຽ生費 ���8�

૯務費 1��8�

育費ڭ 12�2�

Ӵ生費 ��4�

費 6�8�

13.8%
歳出全体の

ຽ生費 ���8�

૯務費 1��8�

育費ڭ 12�2�

Ӵ生費 ��4�

費 6�8�

歳出全体の

12.2%

1919億40904090万円

標準準拠システムへの移行
全国の自治体においてマイナンバー等個人情報を
取り扱う基幹システムの仕様を統一

婚活イベント事業　110万円
出会いの場の機会を提供するため、町内の飲食店
を会場としてイベントを年2回開催

事 業注 目

1717億25462546万円

視
点
・
論
点
・
注
目
点

 
予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

第
３
位
は
教
育
費
。
私
た
ち
が
教
育
費

を
取
り
巻
く
現
状
に
向
き
合
う
こ
と
は
、

予
測
不
可
能
な
未
来
を
生
き
る
子
ど
も

達
へ
の
責
任
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
学
ぶ

意
義
や
喜
び
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く

り
を「
子
ど
も
達
の
目
線
」で
考
え
た
い
。

2

3



お元気ですか　寄居議会です　 （令和７年３月定例会号）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー「
健
康
で
長
生
き
、
秘
訣
は
も
の
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
」

Ｎｅｘ
ｔ

議会最終日、一般会計当初予算を賛
成多数で可決した後、原口議員より
動議が提出され、賛成多数で議事日
程に追加し、審議となった。

※附帯決議
対象の案件（予算案等も含む）について、議
会が執行上の意見や要望を表明するもの。

 質疑…久保議員   内容は議会や住民と合意
形成を図るべき当然のこと。審議は不
十分だったと考えているのか。

 答弁…原口議員 　そのとおり。今までの審
議では説明不足、不十分と考えている。

 質疑…鈴木議員 　文教厚生常任委員会での
調査研究後の結論を、議会としても尊
重されるか。

 答弁…原口議員 　議会としても、その結論
を尊重すべきと考える。

 質疑…浅見議員 　附帯決議にある「学校運
営」とは、基本設計予算についても含
まれるのか。

 答弁…原口議員 　多様な考え方を考慮した
上で基本設計についても進めるべきだ。

審議の結果「賛成１０・反対５」　 附帯決議について 賛成多数で可決

𠮷田正議員・・・義務教育学校については時期尚早
岡本議員・・・・・・今後の委員会の意向を尊重すべき
浅見議員・・・・・・教育委員会の説明は十分と理解
津久井議員・・開校に向け、様々な検討が大事

反
対

賛
成

附帯
決議に

附帯
決議に

稲山議員・・・・・・教育制度を見直す重要な機会
久保議員・・・・・・附帯決議の内容は当然のこと
笠原議員・・・・・・これまでの審議の経過が不満

07

　未来ある子ども達の幸せは わたしたちの責任

附帯決議（要旨）
１．現計画について、義務教育学校等の方向性も含
めた慎重な検討と十分な協議を

２．文教厚生常任委員会における結論を踏まえ、今
後の学校運営の検討継続を

３．本年度予算の執行については学校運営の方向性
を慎重に判断し進めるべき

４．重要な事項については、住民・教育関係者・議
会が十分議論し合意形成を図ること

５．上記事業の進捗状況は、
　　適宜議会に報告を

学校再編、幅の広い議論を

議場のリアル！
附帯決議に関す
る映像はコチラ

（41分あたり〜）

決 議附 帯
寄居町議会初！
一般会計当初予算に対する

を議決
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視
点
・
論
点
・
注
目
点

 

予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

第
４
位
は
衛
生
費
。

町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景

に
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
え
る

た
め
の
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
中
で
も
口
腔
の
健

康
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
回
、
議
会
は
学
校
医
等
を
と
お
し

て
「
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
」
を
提
唱

す
る
歯
科
医
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
（
左
記
事
）。
医
師
に
よ
る
根
拠

あ
る
提
言
の
数
々
を
実
践
し
、
さ
ら

な
る
歯
科
予
防
の
意
識
向
上
に
努
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

 

学
校
医
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と 

　
最
近
の
子
ど
も
達
は
栄
養
の
摂
取
状
態
が

よ
い
の
で
身
体
の
成
長
は
早
い
で
す
ね
。
た

だ
「
咀そ

し

ゃ

く嚼
力
」
は
衰
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
食
生
活
の
中
で
硬
い
繊
維
の
あ
る
も

の
（
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や
煮
干
し
等
）
を
食

べ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
プ
リ
ン
や
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
の
柔
ら
か
い
も
の
が
主
に
な
っ

て
い
る
た
め
で
す
。
顎
の
骨
の
成
長
が
劣
っ

て
き
て
、
歯
並
び
が
悪
く
な
っ
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
硬
い
も
の
を
食
べ
な
い
と
、

顎
は
成
長
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
３
年
４
か
月
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
非

常
事
態
宣
言
の
影
響
で
、
子
ど
も
達
の
中
に

は
「
口
が
よ
く
開
け
ら
れ
な
い
」「
硬
い
も
の

が
噛
め
な
い
」「
顎
が
ガ
ク
ガ
ク
鳴
る
」「
呑

み
込
み
が
う
ま
く
で
き
な
い
（
嚥
下
機
能
の

低
下
）」
等
、
ま
る
で
高
齢
者
の
よ
う
な
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、黙
食
等
に
よ
り「
食

事
の
楽
し
さ
」
が
奪
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
達
の
心
身
の
成
長
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ 

　
も
の
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
栄

養
の
消
化
吸
収
の
意
味
で
も
と
て
も
大
切
で

す
。
咀
嚼
す
る
こ
と
で
分
泌
さ
れ
る
唾
液
中

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
（
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
）

に
よ
り
、胃
腸
で
の
消
化
吸
収
が
進
み
、体
力・

免
疫
力
が
増
し
ま
す
。

　
こ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
く
と
「
フ
レ
イ

ル
」（
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

に
位
置
す
る
状
態
）
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
上
、
歯
周
病
に
な
る
と
歯
周
病
菌

が
血
液
を
介
し
て
全
身
に
い
き
わ
た
り
（
歯

周
病
巣
感
染
症
）、
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・

糖
尿
病
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、

が
ん
の
発
症
の
危
険
が
増
し
ま
す
か
ら
、
注

意
が
必
要
で
す
。

 「
楽
し
て
健
康
」は
無
い 

　
１
９
８
９
年
に
厚
労
省
と
日
本
歯
科
医
師

会
の
呼
び
か
け
で
「
８
０
２
０
運
動
（
80
歳

で
20
本
の
歯
を
残
す
運
動
）」が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
初
は
、
80
歳
で
は
平
均
で
4
〜
5
本
、

20
本
持
っ
て
い
る
人
は
7
％
し
か
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
運
動
に
よ
り
、
２
０
１
７

年
に
は
20
本
歯
を
持
つ
人
は
51
・
２
％
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
健
康
寿
命
と
平

均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
え
ま

す
。

　
薬
を
飲
ん
で
い
れ
ば
い
い
と
か
、
好
き
な

も
の
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
は
だ
め
。
健
康
で
長
生
き
し
て
い
る
人

は
、
し
っ
か
り
も
の
を
噛
ん
で
、
考
え
て
食

事
を
し
て
い
ま
す
。「
楽
し
て
健
康
」
は
手
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
体
質
を
理
解
し
、
無
理
せ
ず
健
康

に
よ
い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
。
そ
し
て
少

し
の
自
己
管
理
の
積
み
重
ね
で
す
。
こ
れ
が

元
気
で
暮
ら
し
て
い
く
秘
訣
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
寄
居
町
で
も
節
目
歯
科
検
診
（
20
歳
、
30

歳
…
と
年
齢
の
節
目
で
の
検
診
）
を
実
施
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
医
療
費
削
減
に
も

つ
な
が
る
歯
の
健
康
意
識
の
向
上
に
、
行
政

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  医療費抑制のカギは「予防」

「議場のリアル！」映像はコチラ

（１日目） （２日目）

大野院長のおすすめトレーニング
「口腔体操でオーラルフレイル予防」
　　　　　　　　　動画はこちら ▶

日本歯科医師会公式チャンネル 健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、環
境
衛

生
の
改
善
等
に
使
う
お
金

衛
生
費

衛
生
費

4

ຽ生費 ���8�

૯務費 1��8�

育費ڭ 12�2�

Ӵ生費 ��4�

費 6�8�

 9.4%
歳出全体の

1313億28942894万円

ナトリウム・カリウム比（ナトカリ比）
普及事業　28万円　

塩分摂取状況のチェックで高血圧予防の
食事知識を普及

乳がん検診受診率向上事業　42万円
40代50代の女性の乳がん個別検診の自
己負担額を期間限定で無料化　

エコハウス推進事業補助金　517万円
省エネ設備（太陽光発電・家庭用蓄電池
等）導入促進のための補助

事 業注 目

の
全

健
身 健

お 口 康
の 康

は
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学
校
医
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と 

　
最
近
の
子
ど
も
達
は
栄
養
の
摂
取
状
態
が

よ
い
の
で
身
体
の
成
長
は
早
い
で
す
ね
。
た

だ
「
咀そ

し

ゃ

く嚼
力
」
は
衰
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
食
生
活
の
中
で
硬
い
繊
維
の
あ
る
も

の
（
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や
煮
干
し
等
）
を
食

べ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
プ
リ
ン
や
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
の
柔
ら
か
い
も
の
が
主
に
な
っ

て
い
る
た
め
で
す
。
顎
の
骨
の
成
長
が
劣
っ

て
き
て
、
歯
並
び
が
悪
く
な
っ
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
硬
い
も
の
を
食
べ
な
い
と
、

顎
は
成
長
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
３
年
４
か
月
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
非

常
事
態
宣
言
の
影
響
で
、
子
ど
も
達
の
中
に

は
「
口
が
よ
く
開
け
ら
れ
な
い
」「
硬
い
も
の

が
噛
め
な
い
」「
顎
が
ガ
ク
ガ
ク
鳴
る
」「
呑

み
込
み
が
う
ま
く
で
き
な
い
（
嚥
下
機
能
の

低
下
）」
等
、
ま
る
で
高
齢
者
の
よ
う
な
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、黙
食
等
に
よ
り「
食

事
の
楽
し
さ
」
が
奪
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
達
の
心
身
の
成
長
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ 

　
も
の
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
栄

養
の
消
化
吸
収
の
意
味
で
も
と
て
も
大
切
で

す
。
咀
嚼
す
る
こ
と
で
分
泌
さ
れ
る
唾
液
中

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
（
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
）

に
よ
り
、胃
腸
で
の
消
化
吸
収
が
進
み
、体
力・

免
疫
力
が
増
し
ま
す
。

　
こ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
く
と
「
フ
レ
イ

ル
」（
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

に
位
置
す
る
状
態
）
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
上
、
歯
周
病
に
な
る
と
歯
周
病
菌

が
血
液
を
介
し
て
全
身
に
い
き
わ
た
り
（
歯

周
病
巣
感
染
症
）、
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・

糖
尿
病
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、

が
ん
の
発
症
の
危
険
が
増
し
ま
す
か
ら
、
注

意
が
必
要
で
す
。

 「
楽
し
て
健
康
」は
無
い 

　
１
９
８
９
年
に
厚
労
省
と
日
本
歯
科
医
師

会
の
呼
び
か
け
で
「
８
０
２
０
運
動
（
80
歳

で
20
本
の
歯
を
残
す
運
動
）」が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
初
は
、
80
歳
で
は
平
均
で
4
〜
5
本
、

20
本
持
っ
て
い
る
人
は
7
％
し
か
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
運
動
に
よ
り
、
２
０
１
７

年
に
は
20
本
歯
を
持
つ
人
は
51
・
２
％
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
健
康
寿
命
と
平

均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
え
ま

す
。

　
薬
を
飲
ん
で
い
れ
ば
い
い
と
か
、
好
き
な

も
の
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
は
だ
め
。
健
康
で
長
生
き
し
て
い
る
人

は
、
し
っ
か
り
も
の
を
噛
ん
で
、
考
え
て
食

事
を
し
て
い
ま
す
。「
楽
し
て
健
康
」
は
手
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
体
質
を
理
解
し
、
無
理
せ
ず
健
康

に
よ
い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
。
そ
し
て
少

し
の
自
己
管
理
の
積
み
重
ね
で
す
。
こ
れ
が

元
気
で
暮
ら
し
て
い
く
秘
訣
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
寄
居
町
で
も
節
目
歯
科
検
診
（
20
歳
、
30

歳
…
と
年
齢
の
節
目
で
の
検
診
）
を
実
施
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
医
療
費
削
減
に
も

つ
な
が
る
歯
の
健
康
意
識
の
向
上
に
、
行
政

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

選択と集中によるインフラ整備を

毎日の食事の中で口
の周り

の筋肉を鍛えて、嚥
下機能

を高めることが大切

視
点
・
論
点
・
注
目
点

 
予
算
審
議
で
見
え
て
き
た
寄
居
の
今 

最
後
、
第
５
位
は
土
木
費
。

議
会
が
注
目
す
る
の
は
「
デ
マ
ン
ド

町
内
・
町
外
運
行
事
業
」。
６
月
か

ら
、
寄
居
駅
及
び
男
衾
駅
か
ら
小

川
赤
十
字
病
院
ま
で
の
往
復
便
の

町
外
運
行
が
始
ま
る
。
ポ
イ
ン
ト

は
「
利
便
性
」と「
周
知
」。

通常タクシーだと寄居町から片道5000円〜6000円料金がか
かるところ、自己負担1500円で利用できる。

議場のリアル！
映像はコチラ

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
共
交
通
、

公
園
等
の
整
備
な
ど
に
使
う
お
金

土
木
費

土
木
費

5

ຽ生費 ���8�

૯務費 1��8�

育費ڭ 12�2�

Ӵ生費 ��4�

費 6�8�
 6.8%
歳出全体の

99億56975697万円

デマンドタクシー町内・町外運行事業　3607万円
町外便は、1日4便運行。利用者負担は片道1500円

住宅改修資金補助金　1000万円
町内業者との契約の住宅改修時に20万円を上限に10％の補助

協働の道づくり事業補助金　200万円
未舗装の町道をコンクリート舗装する際の経費を一部補助

桜沢駅歩道橋修繕事業　1億1552万円
歩行者の安全確保と長寿命化のための大規模修繕工事を実施

事 業注 目

愛のりタクシーの
町外便実証運行について

（寄居町ＨＰ）

深谷寄居歯科医師会 副会長
大野歯科医院 大

お お の

野公
き み よ し

義院長

Interview
Specialist

Ｎｅｘ
ｔ
予
算
→
監
視
→
決
算
→
提
言　
回
し
続
け
る
議
会
発
政
策
サ
イ
ク
ル「
議
会
か
ら
の
提
言
は
町
に
届
い
た
か
」
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提言の
ゆくえ

継続注視継続注視

昨
年
10
月
に
議
会
が
町
に
提
言
し
た
２
項
目
は
寄
居
駅
南
口
の
現
状
を
質た

だ

す
も
の
だっ
た
。

峯
岸
町
政
は
私
た
ち
（
議
会
・
町
民
）の
思
い
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。

様
々
な
形
で
駅
前
に
集
う
町
内
外
の
貴
重
な
声
か
ら
、
提
言
の
ゆ
く
え
を
考
え
る
。

ライフ跡 地 活 用 町
に
届
い
た
か

町
民
の
声
・
議
会
の
意
思

提
言

　　　電車が大好きな子どもと「今日は東上
　　　線の終点まで行ってみよう！」と寄居駅まで来
　　ました。電車を待つ間、寄居蜜柑アイスの看板が
見えたのでYottecoに来たんですが、屋上から見える
電車に子どもが大喜び！ 都内からは少し遠いですが、
いいところですね。来てよかったです。

津
つ だ

田晶
あ き こ

子さん・昂
こ う た

汰さん（板橋区在住）

議
会
か
ら
の
提
言
❶

ラ
イ
フ
跡
地
問
題 

早
期
解
決
を
！

令
和
４
年
度
に
寄
居
駅
南
口
の
中
央
通
り
線
が
２

車
線
と
な
り
、
町
の
顔
と
な
る
駅
前
拠
点
「
Ｙｏ

ｔ
ｔｅｃｏ
」「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
が
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、
廃
墟
と
な
り
つ
つ
あ
る
ラ
イ
フ
跡
地
の

建
物
は
、
寄
居
町
南
口
の
活
性
化
に
大
き
な
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
と
の
交
渉

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
さ
せ
、
寄
居
町
の
将
来

を
見
据
え
た
具
体
的
な
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

町
の
回
答
「
粘
り
強
く
協
議
進
め
る
」

ラ
イ
フ
跡
地
問
題
に
つ
い
て
、
議
会
か
ら
二
度
の

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
町
は
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創

出
に
と
っ
て
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。一方
、
ラ
イ
フ
跡
地
は
民
間
企
業
が
所
有
す
る

土
地
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
取
引
に
よ
っ

て
売
却
先
等
の
選
定
が
な
さ
れ
て
活
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
町
と
し
て
は
所
有
者
で

あ
る
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
す
る
形
で
こ
の
問
題
が
決
着
す
る
よ

う
、
粘
り
強
く
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
会
か
ら
の
提
言
❷

寄
居
駅
南
口
に
県
北
都
市
間
路
線

バ
ス
の
乗
り
入
れ
を

南
口
駅
前
広
場
と
県
道
を
結
ぶ
中
央
通
り
線
は
整

備
さ
れ
る
も
、
駅
南
口
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
は
さ

れ
て
お
ら
ず
。
鉄
道
か
ら
の
利
用
者
は
、
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
よ
り
い
会
館
前
）
の
停
留
所
ま
で

歩
く
こ
と
に
…
…
。
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

寄
居
駅
南
口
へ
の
乗
り
入
れ
に
向
け
た
隣
接
市
町

村
と
の
連
携
と
、
関
係
事
業
者
等
と
の
さ
ら
な
る

協
議
を
強
く
要
望
す
る
。

町
の
回
答
「
乗
り
入
れ
目
指
し
協
議
」

議
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
県
北
都
市
間
路
線
バ

ス
維
持
対
策
協
議
会
に
対
し
正
式
に
「
県
北
都
市

間
路
線
バ
ス
の
寄
居
駅
南
口
へ
の
乗
り
入
れ
に
係

る
要
望
書
」
を
提
出
。

協
議
会
の
了
承
を
得
て
、
さ
ら
に
協
議
会
か
ら
運

行
事
業
者
で
あ
る
協
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社
に

対
し
、要
望
書
を
提
出
。
今
後
、そ
の
回
答
を
受
け
、

１
日
も
早
い
乗
り
入
れ
を
目
指
し
関
係
者
と
協
議

し
て
い
く
。

あわせて読みたい
（議会だよりNo.114）

「電車がたくさん
見える終点駅」の

魅力

歩く楽しさ

満載

八高線も

写したよ！

男衾駅から男衾自然公園を回って、寄居駅まで約１万５千歩。みんなで景
色を楽しみながら歩きました。寄居に知り合いがいて「いつか行きたいね」
と話していたんです。今回初めて訪れましたが、駅前もきれいでいいですね。

熊谷市からお越しの皆さん
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駅前はきれいになったけど、ラウンドアバウトはち
ょっと運転しづらいね。駅に降りる人は少ないし、こ
の時期、タクシーに乗るお客様は桜を見ようと東秩
父村等、町外に乗せていくことが多い。寄居にも桜
の観光スポットはたくさんあるのに案内看板はあっ
ても宣伝が弱いんじゃないかと思います。ライフ跡
地も何とかしないと、駅前は元気にならないですよ。

吉
よ し だ

田 茂
しげる

さん（市街地）

11

路 線 バ ス 乗 り 入 れ

今回の議会からの２つの提言は民間企業に関わる案件であるが、依然、町民からの要望の声は強い
ことから、議会の提言に至った経緯がある。
特に平成25年（2013年）に閉業したライフ跡地は、秩父鉄道・東武鉄道・JR東日本の鉄道3線が
交わる駅前好立地にも関わらず、12年間、転用も解体もされないままの建物が残されている。
取材を通し「寄居町の現状を変えるのは、そこに集う人の声である」ことを実感。町外から訪れた人
の「来て良かった」という言葉に希望を感じた。今後の町の積極的な取り組みに期待する。

ギ イ 視カ の 点 「来て良かった」の言葉に希望あり

議
会
か
ら
の
提
言
❶

ラ
イ
フ
跡
地
問
題 

早
期
解
決
を
！

令
和
４
年
度
に
寄
居
駅
南
口
の
中
央
通
り
線
が
２

車
線
と
な
り
、
町
の
顔
と
な
る
駅
前
拠
点
「
Ｙｏ

ｔ
ｔｅｃｏ
」「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
が
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、
廃
墟
と
な
り
つ
つ
あ
る
ラ
イ
フ
跡
地
の

建
物
は
、
寄
居
町
南
口
の
活
性
化
に
大
き
な
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
と
の
交
渉

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
さ
せ
、
寄
居
町
の
将
来

を
見
据
え
た
具
体
的
な
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

町
の
回
答
「
粘
り
強
く
協
議
進
め
る
」

ラ
イ
フ
跡
地
問
題
に
つ
い
て
、
議
会
か
ら
二
度
の

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
町
は
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創

出
に
と
っ
て
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。一方
、
ラ
イ
フ
跡
地
は
民
間
企
業
が
所
有
す
る

土
地
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
取
引
に
よ
っ

て
売
却
先
等
の
選
定
が
な
さ
れ
て
活
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
町
と
し
て
は
所
有
者
で

あ
る
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
す
る
形
で
こ
の
問
題
が
決
着
す
る
よ

う
、
粘
り
強
く
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
会
か
ら
の
提
言
❷

寄
居
駅
南
口
に
県
北
都
市
間
路
線

バ
ス
の
乗
り
入
れ
を

南
口
駅
前
広
場
と
県
道
を
結
ぶ
中
央
通
り
線
は
整

備
さ
れ
る
も
、
駅
南
口
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
は
さ

れ
て
お
ら
ず
。
鉄
道
か
ら
の
利
用
者
は
、
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
よ
り
い
会
館
前
）
の
停
留
所
ま
で

歩
く
こ
と
に
…
…
。
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

寄
居
駅
南
口
へ
の
乗
り
入
れ
に
向
け
た
隣
接
市
町

村
と
の
連
携
と
、
関
係
事
業
者
等
と
の
さ
ら
な
る

協
議
を
強
く
要
望
す
る
。

町
の
回
答
「
乗
り
入
れ
目
指
し
協
議
」

議
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
県
北
都
市
間
路
線
バ

ス
維
持
対
策
協
議
会
に
対
し
正
式
に
「
県
北
都
市

間
路
線
バ
ス
の
寄
居
駅
南
口
へ
の
乗
り
入
れ
に
係

る
要
望
書
」
を
提
出
。

協
議
会
の
了
承
を
得
て
、
さ
ら
に
協
議
会
か
ら
運

行
事
業
者
で
あ
る
協
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社
に

対
し
、要
望
書
を
提
出
。
今
後
、そ
の
回
答
を
受
け
、

１
日
も
早
い
乗
り
入
れ
を
目
指
し
関
係
者
と
協
議

し
て
い
く
。

Yottecoでの
　個展開催に

満足
寄居駅は町の
玄関口。もっと

元気に

都内在住ですが、出身は桜沢です。4月にYottecoで
個展を開催。鉄道アクセスの良さ、建物の明るさ、利
用料金等も明朗と様々な条件がよく、Yottecoに決め
ました。駅前の環境もとてもきれいでいい感じ。ライ
フ跡地が活用できれば、もっと良くなると思います。

マーロー憲
の り こ

子さん（板橋区在住）

真
剣
な
議
論
の
先
に
あ
る
も
の
は
…　

賛
否
明
解
「
論
点
は
こ
こ
だ
！ 

」

Ｎｅｘ
ｔ
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寄
居
町
議
会
で
初
め
て
「
附
帯
決
議
」（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
）
が
議
決
さ
れ
た
令
和
７
年
度一般
会
計
当
初
予
算
。

反
対
・
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
論
点
は「
町
民
の
幸
せ
」。真
剣
な
議
論
の
先
に
よ
り
良
い
結
論
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
。

白熱の討論を
映像で

（討論は16分4秒あたりから）

反
対
浅
見
玲
子
議
員

子
育
て・農
業
支
援
不
十
分

保
育
料
・
給
食
費
無
償
化
、
農
業
へ
の
支

援
拡
大
で
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
す
べ
き
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛
成
岡
本
安
明
議
員

子
ど
も
の
た
め
の
議
論
を

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
町
外
便
運
行
、
健
康
弁

当
販
売
等
の
新
た
な
挑
戦
や
、
き
め
細
や

か
な
話
合
い
で
進
め
て
き
た
学
校
再
編
整

備
事
業
を
評
価
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛
成
鈴
木
詠
子
議
員

課
題
解
決
の
予
算
を
評
価

町
の
多
く
の
「
課
題
」
を
直
視
し
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
予
算
配
分
を
評

価
。丁
寧
な
事
業
執
行
で
町
民
満
足
度
増へ
。

一般
会
計

議 場 の リ ア ル

反
対
大
澤 

博
議
員

法
定
外
繰
入
で
税
軽
減
を

一般
会
計
繰
り
入
れ
に
よ
る
、
町
独
自
の

保
険
料
減
免
を
行
う
べ
き
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛
成
津
久
井
大
雄
議
員

人
間
ド
ッ
ク
助
成
充
実
を

疾
病
予
防
費
や
高
額
療
養
費
、
出
産
育

児一時
金
等
の
拡
大
・
充
実
を
評
価
。

反
対
大
澤 

博
議
員

生
活
困
窮
世
帯
へ
軽
減
を

水
は
生
き
て
い
く
た
め
の
源
、
生
活
困

窮
世
帯へ
町
独
自
の
軽
減
施
策
を
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛
成
吉
田
林
藏
議
員

管
路
更
新
・
耐
震
化
事
業

料
金
改
定
で
確
保
さ
れ
る
財
源
の
有
効

利
用
に
よ
る
施
設
・
管
路
更
新
整
備
に

期
待
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

反
対
浅
見
玲
子
議
員

制
度
設
計
に
無
理
が
あ
る

負
担
の
重
い
保
険
料
で
は
、
高
齢
者
が

医
療
か
ら
遠
の
き
手
遅
れ
が
心
配
に
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛
成
本
間
政
道
議
員

安
定
し
た
後
期
医
療
へ
！

高
齢
者
の
健
康
な
生
活
を
支
援
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
事
業
に
期
待
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 
賛否明解賛否明解

「町民の幸せ」
論点は



お元気ですか　寄居議会です　 （令和７年３月定例会号）13

平成20年以降の議決結
果を議会ホームページ
で公開

公開します ３月定例会 審議議案と議員の賛否
賛成：○　反対：×上程議案・概要・結果 結

　
果

里
見
夕
子

里
見
夕
子

浅
見
玲
子

浅
見
玲
子

吉
田
林
藏

吉
田
林
藏

津
久
井
大
雄

津
久
井
大
雄

久
保
鷹
矢

久
保
鷹
矢

本
間
政
道

本
間
政
道

保
泉
周
平

保
泉
周
平

権
田
孝
史

権
田
孝
史

笠
原
則
夫

笠
原
則
夫

大
澤
大
澤      
博博

𠮷𠮷
澤
康
広
澤
康
広

鈴
木
詠
子

鈴
木
詠
子

岡
本
安
明

岡
本
安
明

稲
山
良
文

稲
山
良
文

原
口
原
口      

孝孝

𠮷
田
正
美

𠮷
田
正
美

専決処分
寄居町一般会計補正予算　1億3006万2000円増　

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の低所得世帯支援枠分を活用した支援に係る経
費について所要額の補正を行うもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

令和７年度寄居町歳入歳出予算
一般会計　141億1187万9000円（前年度比4.6％増） 賛多 ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
国民健康保険特別会計　35億7619万7000円（前年度比1.7％増） 賛多 ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
後期高齢者医療特別会計　5億3855万2000円（前年度比0.4％減） 賛多 ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
水道事業会計　収益的収入10億5888万4000円　収益的支出10億967万3000円
　資本的収入9億7614万5000円　資本的支出13億4507万7000円

賛多 ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

下水道事業会計　収益的収入6億5004万7000円　収益的支出6億4964万8000円
　資本的収入8848万9000円　資本的支出2億3161万3000円

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

公設浄化槽事業会計　2937万3000円（前年度比16.9％減） 全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
令和６年度　補正予算
一般会計［６回目］1億6300万1000円（1.1％）減額

歳入歳出予算、繰越明許費及び地方債について補正を行うもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

国民健康保険特別会計［４回目］62万円（0.02％）減額
事業費の確定等によるもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

令和７年度　補正予算
一般会計［１回目］　1億3621万1000円（1％増）

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し定額減税の不足額給付を行うため等所
要額の補正を行うもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

条例の制定・一部改正・廃止
寄居町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正【議員提案】

法律の改正により規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町課設置条例の一部改正
町の行政課題に対応し、必要なサービスを提供していくため規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

マイナンバーを利用した情報連携による受給資格等の確認を行う必要があるため規定を整備するもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正
地方公務員法の規定に基づき職員の休暇に関し、規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
町長、副町長及び教育長の給与等に関する条例の一部改正

地方自治法の規定に基づき、町長、副町長及び教育長の給与に関し規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町職員の給与に関する条例の一部改正
地方公務員法の規定に基づき職員の給与に関し、規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定

地方公営企業法の規定に基づき、規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
地方公務員法の規定に基づき会計年度任用職員の給与に関し、規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

地方公務員法の規定に基づき職員の特殊勤務手当に関し、規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町立同和対策集会所設置及び管理に関する条例の一部改正
町立立ケ瀬集会所を廃止するため、規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町下水道条例の一部改正

下水道法施行令の改正に伴い、規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町上下水道事業審議会条例の制定
水道事業及び下水道事業の運営に関し、審議会を設置するため規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定

地方公営企業法の規定に基づき企業職員の給与に関し、規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の改正に伴い、規定の整備をするもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴い規定の整備をするもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

人事その他
寄居町公平委員会委員の選任の同意

任期満了に伴い、再任　伴場 力さん（男衾）
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

寄居町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
任期満了に伴い、再任　大澤正己さん（西部）

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
寄居町農業委員会の委員の任命の同意（12人）

農業委員の任期が令和７年３月31日に満了となるため。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

工事請負契約の締結
中央公民館及び町民ホールの老朽化した空調設備の更新を行うため。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
公の施設の指定管理者の指定

総合社会福祉センターかわせみ荘の施設の管理を行わせるため、指定管理者を指定するもの。
全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

公の施設の指定管理者の指定
かわせみ広場の施設の管理を行わせるため、指定管理者を指定するもの。

全賛 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

令和７年度寄居町一般会計予算に対する附帯決議【議員提案】 賛多 ○○ × ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × ○○ × ○○ ○○ ×

（
注
）
議
事
進
行
を
行
う
議
長
は

（
注
）
議
事
進
行
を
行
う
議
長
は  

賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
賛
否
表
明
し
ま
す
。

賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
賛
否
表
明
し
ま
す
。

全賛…全員賛成で可決・認定・採択   賛多…賛成多数で可決・認定・採択

賛少…賛成少数で否決・不認定・不採択　除…除斥
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この2年間でそれぞれの議員がどんなテーマに関心を持ち、
どのような質問をしてきたかを「見える化」。
町の課題や政策の「今」が見えてくる。あなたの知るあの議員はどんな
質問（提案）をしているのか。ぜひＨＰで確認を。

　一般質問 各議員の傾向を「見える化」

子育て・人づくり　　　［基本目標1］
子ども議会（主権者教育）開催 原口
鉢形小学校と折原小学校の統合、一貫校

（義務教育学校）一貫教育の推進 原口
新時代の小中学校の通学編成 笠原
(仮称)城南小学校建設・城南中学校
長寿命化改修事業 稲山
認知症基本法 吉田林
子どもへの性暴力防止 吉田林
学校群制度の創設 吉田林
子育て支援 浅見

産業・にぎわい　　　　［基本目標２］
寄居町農林業振興ビジョン 保泉
駅前ライフ跡地 原口・稲山
稼ぐ自治体 笠原
地域通貨 大澤

コミュニティ・健康長寿［基本目標３］
社会教育関係団体 津久井
二十歳式の式典のあり方 本間
街コン等出逢いの会への工夫 笠原
難聴高齢者の支援 里見
女性特有のがん対策を含めた健康課題 鈴木
訪問介護 大澤
健康長寿事業の積極的展開 浅見

安全性・利便性・コンパクト
［基本目標４］

下水道事業の課題 津久井
ＡＥＤを使用できる環境づくり 津久井
町内施設のＬＥＤ照明化 本間
寄居町の公共施設の故障や不具合等 本間
生活排水処理と河川の環境改善 保泉
小中学校体育館へのエアコン設置 里見
防災意識向上の取り組み 鈴木
小型動力ポンプ付軽消防車の
導入による防火対策 吉田林
愛のりタクシー 大澤
水道料金 大澤

 そ の 他　
懸垂幕 津久井

「辞めない」「入りたい」職場づくり 久保
企業版ふるさと納税の方針 久保
ふるさと納税制度活用の方針 久保
令和７年度予算と現町政下で「未来は
どう変わるのか」 久保
職員の働き方改革 原口

議員からの政策提案が町の基本構想・基本計画
に対しどのように反映していくのか。一般質問
を「第６次寄居町総合振興計画・後期基本計画」
の項目で分類して見える化した。

◀ 寄居町ＨＰで公開
第6次寄居町
総合振興計画

　 後期基本計画

一般質問という名の
政策提議

視点深化視点深化
12の主張12の主張

一般
質
問
は
15
名
の
議
員（
＊
）が
独
自
の
視
点
・
テ
ー
マ
で
政
策
提
議
す
る
も
の
で
、
３
月
定
例
会
で
は

12
名
が
登
壇
。
改
選
か
ら
２
年
、
こ
の
た
び
ス
タ
ー
ト
し
た
質
問
傾
向
の
見
え
る
化
に
も
ぜ
ひ
注
目
を
。

教育・
子育て

教育・
子育て

デジタル

健康・福止 行政
産業工業
人口対策
税制・所得

都市・まちづくり
健康・福止

観光・PR

生活環境・
ゴミ

ここでは里見議員と久保議員の
質問傾向をご紹介。

（議員名あみがけ項目は記事掲載あり）

議会ＨＰで全議員
の質問傾向が
見られます

里見夕子議員の傾向は
健康・福祉や教育など、

絞り込んだ項目に特化した質問

久保鷹矢議員の傾向は 
  デジタル化や観光・PRなど、
バランスよく多岐にわたり質問

（
＊
）議
員
全
16
名
中
、
議
事
進
行
を
行
う
議
長
を
除
く
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教
育
・
福
祉
・
健
康
・
防
災
・
水
道
・
保
育
…
…
「
こ
れ
が
私
の
政
策
提
議
」

Ｎｅｘ
ｔ

15

津
つ く い

久井大
ひ ろ た け

雄議員

本
ほ ん ま

間政
ま さ み ち

道議員

久
く ぼ

保鷹
た か や

矢議員

保
ほ ず み

泉周
しゅうへい

平議員

 

設
置
場
所
を
増
や
す
考
え
は 

問

救
急
車
が
到
着
す
る
の
に
深

谷
消
防
署
で
は
、
平
均
し
て
９
分

か
か
る
。
心
停
止
の
状
態
か
ら
除

細
動
を
開
始
す
る
の
が
１
分
遅
れ

る
だ
け
で
、
生
存
率
が
10
％
低
下

し
、
県
内
で
も一般
の
方
が
年
間

１
０
０
件
以
上
使
っ
て
い
る
。
補

助
金
を
出
し
て
設
置
場
所
を
増
や

す
考
え
は
あ
る
か
。

 

未
設
置
区
へ
の
対
応
を
検
討 

答

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
再
確
認
を

行
い
、
未
設
置
区
へ
の
対
応
を
検

討
す
る
。
補
助
金
等
は
考
え
て
い

な
い
。

 

修
理
、廃
止
、建
て
替
え
？ 

問

町
民
施
設
は
常
に
良
好
な
利

用
可
能
施
設
で
あ
る
べ
き
と
考
え

る
。
し
か
し
、
寄
居
町
の
公
共
施

設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
多

く
の
施
設
で
故
障
や
不
具
合
が
あ

る
よ
う
だ
。
修
理
は
必
要
だ
が
、

廃
止
や
建
て
替
え
の
選
択
も
あ
る

と
思
う
。
30
年
先
の
寄
居
町
の
将

来
を
見
据
え
た
施
策
を
伺
う
。

 

公
共
施
設
の
最
適
化 

答

公
共
施
設
の
数
量
や
コ
ス
ト

の
最
適

化
を
考

え
て
対

処
し
て

い
く
。

 

現
町
政
は
町
を
ど
う
変
え
る 

問

町
で
は
少
子
化
と
教
育
施
策

充
実
強
化
、地
域
内
経
済
循
環
促
進
、

健
康
寿
命
の
積
極
的
展
開
を
重
点

項
目
と
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
事

業
と
重
点
項
目
は
将
来
の
寄
居
町

に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ョン
を
伺
う
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
寄
居
町 

答

寄
居
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に

は
、
①
日
本
全
体
の
成
長 

②
強

さ
、豊
か
さ
の
上
で
の
「
楽
し
い

寄
居
町
」 

③「
独
立
自
尊
の
気
概

あ
る
風
土
の
醸
成
」が
肝
要
。「
明

る
く
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
き

る
寄
居

町
を
目

指
し
て

い
く
。

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
性
を
高
く 

問

寄
居
町
と
し
て
は
、
農
林
業

の
５
つ
の
基
本
方
針
に
よ
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
が
、食
料・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
改
定
さ

れ
、「
農
地
利
用
地
域
計
画
」
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、「
人・農
地
」

の
確
保
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺

う
。

 

将
来
の
あ
る
べ
き
人
と
農
地 

答

今
年
度
に
お
い
て
、
町
内
の

農
業
を
担
う
皆
様
と
の
話
合
い
を

実
施
し
、
お
お
む
ね
10
年
後
を
見

据
え
て
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地

利
用
の
姿

を
ま
と
め

た
「
地
域

計
画
」
を

策
定
す
る

予
定
で
あ

る
。

だれでも使えるＡＥＤ

老朽化対策、待ったなし

歩みを止めずに「挑戦」

遊休農地をなくし有効活用しよう

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

追跡！

追跡！

追跡！

追跡！

命
を
守
る「一分一秒
」

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進

古
く
なっ
た
公
共
施
設

の
維
持
管
理
は

峯
岸
町
政
の
挑
戦

寄
居
が
目
指
す
10
年
後

人
と
農
地
の「
未
来
設

計
図
」を
明
確
に

桜沢コミュニティセンター

令和６年３月・６月令和６年12月
令和5年 ６月
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原
はらぐち

口　孝
たかし

議員

笠
か さ は ら

原則
の り お

夫議員

里
さ と み

見夕
ゆ う こ

子議員

稲
いなやま

山良
よ し ふ み

文議員

 

何
が
問
題
？ 

義
務
教
育
学
校 

問

小
中
学
校
別
々
の
運
営
と
１

年
か
ら
９
年
生
ま
で
の一貫
し
た

義
務
教
育
学
校
と
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
見
据
え
、
関
係
者
の
満

足
が
得
ら
れ
る
方
向
性
を
示
す
べ

き
だ
。
教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺

う
。

子
ど
も
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

答

校
長
２
人
体
制
の一貫
型
小
・

中
学
校
が
城
南
中
学
校
区
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
望
ま
し
い
と
考
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
で
専
門
性

に
長た

け
た
校
長
２
人
体
制
を
展
開

す
る
中
で
質
の
高
い
教
育
を
丁
寧

に
施
す
と
と
も
に
、
当
町
初
の
２

小
学
校
の
統

合
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て

い
る
。

 

近
い
場
所
へ
の
通
学
許
可
を 

問

全
国
的
に
統
廃
合
が
進
む
中
、

他
行
政
区
の
学
校
が
近
け
れ
ば
通

わ
せ
た
い
。
徒
歩
通
学
は
全
国
的

に
２・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
が

増
え
て
い
る
。
当
町
で
も
そ
れ
以

上
の
距
離
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

行
政
区
を
考
慮
し
て
設
定 

答

通
学
区
域
は
、
行
政
区
の
ま

と
ま
り
も
考
慮
し
て
設
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
重
要
性
も
あ

る
た
め
、
現
状
維
持
が
適
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

 

難
聴
支
援
は
ス
ピ
ー
ド
勝
負 

問

加
齢
性
難
聴
は
本
人
の
自
覚

が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多

く
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
遅
れ

や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
聞
こ
え
に

く
さ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

妨さ
ま
たげ
と
な
り
、
認
知
症
や
社
会
的

孤
立
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
聴
器
購
入
費
の
助

成
を
含
め
た
難
聴
高
齢
者
の
支
援

を
す
べ
き
で
は
。

 

有
益
と
な
る
調
査
を
研
究 

答

難
聴
の
早
期
発
見
・
受
診
勧

奨
に
つ
な
が
る
有
益
な
調
査
研
究

を
行
い
、
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ

い
て
も
引
き

続
き
先
例
自

治
体
の
実
情

把
握
や
情
報

収
集
を
行
っ

て
い
く
。

 

将
来
見
据
え
た「
新
校
舎
」に 

問

統
合
小
は
将
来
児
童
生
徒
数

の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
新
校
舎

は
中
学
校
舎
と一体
化
し
、
利
用

勝
手
の
良
い
流
動
性
を
考
慮
し
効

率
の
良
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
造
物

と
す
べ
き
だ
。
小
中
一貫
義
務
教

育
学
校
を
設
立
す
べ
き
と
考
え
る
。

城
南
中
と
接
続
し一体
的
使
用
に

答

統
合
小
学
校
を
城
南
中
学
校

に
接
続
さ
せ
、一
体
的
に
使
用
で

き
る
よ
う
基
本
設
計
を
進
め
て
い

る
。
城
南
中
学
校
舎
を
最
大
限
活

用
し
、
５・６
年
生
を
中
学
校
舎

に
整
備
す

る
等
コ
ン

パ
ク
ト
に

し
、
校
長

２
人
体
制

を
考
え
て

い
る
。

挑戦できない、考えない町

近隣学校に通えず２倍の
距離を通学

高すぎる補聴器！！

接続待たれる新校舎

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

追跡！

追跡！

追跡！

追跡！

新
た
な
教
育
環
境
か

古
い
教
育
環
境
整
備
か

新
時
代
の
小
中
学
校

の
通
学
編
成
は

「
聞
こ
え
の
チェッ
ク
」

で
難
聴
支
援
を

統
合
小
は
小
中一貫
義

務
教
育
学
校
に
す
べ
き

令和６年６月・12月
令和5年６月・9月

令和６年６月

令和６年３月
令和5年３月

議
場
の
リ
ア
ル

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら 

一般
質
問
の
映
像
が
見
ら
れ
ま
す
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町
民
×
議
会
で
加
速
す
る
議
会
改
革　
「
こ
の
報
酬
で
生
計
が
成
り
立
つ
の
か
」「
聞
こ
え
づ
ら
い 

何
と
か
し
て
」

Ｎｅｘ
ｔ
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鈴
す ず き

木詠
え い こ

子議員

吉
よ し だ

田林
り ん ぞ う

藏議員

大
お お さ わ

澤　博
ひろし

議員

浅
あ さ み

見玲
れ い こ

子議員

が
ん
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布
を

問

生
理
や
不
妊
、
更
年
期
障
害

な
ど
女
性
は
人
生
の
各
段
階
で

様
々
な
健
康
課
題
に
直
面
す
る
。

女
性
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
経
済

的
な
観
点
か
ら
も
重
要
。
が
ん
簡

易
検
査
キ
ッ
ト
は
、
女
性
特
有
の

が
ん
予
防
の
観
点
か
ら
も
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。
実
施
の
考
え
は
。

検
診
へ
の
導
入
効
果
は
認
識

答

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
有
無
を
簡
易

検
査
で
き
る
キ
ッ
ト
は
、
受
診
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
ん
検
診
の

導
入
と
し
て
の
効
果
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
先
例
自
治
体
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

 

火
災
に
よ
る
住
宅
延
焼
防
止  

問

山
間
部
や
入
り
組
ん
だ
狭
い

集
合
住
宅
が
多
い
地
区
に
お
い
て
、

火
災
に
よ
る
延
焼
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
だ
。
現
在
の
消
防
自
動
車

に
よ
る
消
火
活
動
で
は
困
難
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
密
集
地
に
住
む

人
の
不
安
解
消
が
必
要
。
考
え
を

伺
う
。

 

小
型
化
の
消
防
団
車
両
を
導
入 

答

消
防
本
部
で
は
狭き

ょ
う
あ
い隘
な
場
所

へ
進
入
可
能
な
中
型
ポ
ン
プ
自
動

車
等
を
活
用
し
て
、
消
火
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
団
車

両
は
、
従
来
の
車
両
と
比
較
し
て

小
型
化
を

進
め
て
お

り
、
現
状

で
対
応
可

能
だ
と
考

え
る
。

非
課
税
世
帯
へ
料
金
減
免
を

問

町
民
生
活
は
、
高
齢
化
の
増

加
と
物
価
高
騰
に
よ
り
苦
し
い
生

活
を
し
て
い
る
。
水
は
生
き
て
い

く
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
。
安

全
・
安
心
な
水
道
水
に
す
る
た
め
、

４
月
か
ら
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ

る
。
憲
法
25
条
に
、「
全
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
あ

る
。
非
課
税
世
帯
に
水
道
料
金
の

減
免
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

減
免
の
考
え
は
な
い

答

使
用
者
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
非
課
税
世
帯
の
水

道
料
金

を
減
免

す
る
考

え
は
な

い
。

 

若
い
世
代
の
人
口
流
出
心
配 

問

令
和
５
年
深
谷
市
、
令
和
６

年
行
田
市
、
上
里
町
に
続
き
令
和

７
年
４
月
か
ら
熊
谷
市
が
保
育
料

の
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た
。
近
隣

の
大
き
な
市
が
保
育
料
を
無
償
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
寄
居
か
ら

の
若
い
世
代
の
人
口
の
流
出
が
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
本
町
で
も
保
育

料
無
償
化
を
考
え
て
い
る
か
。

 

近
隣
の
動
向
踏
ま
え
検
討 

答

国
の
制
度
に
基
づ
く
幼
児
教

育
、
保
育
の
無
償
化
や
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
踏
ま
え
、
保
育
料
の

無
償
化
に
つ

い
て
検
討
し

て
い
く
。

本庄市には配備されている

生きるために水は必要なもの

お金の心配せずに保育園に

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

このテーマ、以前も質問

追跡！

追跡！

追跡！

追跡！

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る

健
康
支
援
を

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

軽
消
防
車
導
入
を

水
道
料
金
減
免
制
度

の
拡
大
を

近
隣
自
治
体
に
続
け
！

保
育
料
の
無
償
化

健康を守るのは…受診する勇気

令和５年６月・９月

令和５年６月
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「第７学年」の学年目標

先
進
自
治
体
の
視
察
に
よ
り
、
町
の
中
だ
け
で
は
知
り
得
ぬ
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
員
が
ど
こ
で
何
を
見
、
考
え
、
町
の
た
め
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。
挑
戦
は
続
く
。

行く聴く考える

先進研究先進研究

町民サービスの
利便性向上に期待

小中一貫教育 学習環境の
充実を図りたい

朝霞市「行政情報デジタル化推進方針」

太田市「北の杜学園」・玉村町役場

Ｄ
Ｘ
推
進

Ｄ
Ｘ
推
進

教
育
・

教
育
・

部
活
動

部
活
動

視
察
と
い
う
名
の

政
策
提
案
へ
の
挑
戦

当町でもスタートしている「書かない窓口」
普及促進に努めたい

朝霞市公式LINEは令和7年1月27日現在で登録者8067人。その活用に注目。
令和７年度までに、対象となる20業務システムを、国が示す標準仕様へ移行
することは寄居町も同様。計画的な推進に努めたい。

小中一環教育については、それぞれのメリットを再確認し、今後も調査を重ねてい
く。部活動の地域移行は、学校から切り離すということではなく、地域全体で子ども
のスポーツ環境を整えていきたい。

後 考視 察

後 考視 察

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

令
和
４
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
朝
霞
市
行

政
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
針
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
い
た
。
方
針
で
は
重
点
事
項

と
し
て
４
つ
の
取
組
を
挙
げ
て
い
る
。

①
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

②
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化

③
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
改
革
の
促
進
（
Ａ
Ｉ
・

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
推
進
））

④
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
検
討

デ
ジ
タ
ル
化
は
問
題
解
決
手
段
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。

太
田
市
の
北
の
杜
学
園
は
小

学
校
２
校
と
中
学
校
1
校
を

統
合
し
、
施
設一体
型
義
務

教
育
学
校
を
４
年
間
か
け
て

令
和
3
年
に
開
校
。
現
在
も

試
行
錯
誤
し
、
良
い
学
校
を

目
指
し
て
い
る
。

玉
村
町
で
は
、
部
活
動
の
地

域
展
開
で
は
中
学
校
2
校
で

部
活
動
を
共
同
で
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
で

も
部
活
動
が
行
え
る
。
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町
政
70
周
年
企
画
第
２
弾　
当
時
の
新
聞
見
出
し
で
辿た

ど

る　
三
ヶ
山
問
題
・
昭
和
の
歴
史

Ｎｅｘ
ｔ

19

議
会
は
「
住
民
自
治
の
根
幹
」。
だ
か
ら
こ
そ
、「
議
会
改
革
」
は
議
会
と
町
民
が
共
に
進
め
る
も
の

と
考
え
る
。「
あ
な
た
の
声
」
が
、
議
会
を
変
え
る
。

町民×議会町民×議会

ともに進める
議会改革

  聴きたいのは あなたの声

 令和７年度予算で実現！

議会議員報酬検討委員会 開催

「モニターに字幕表示」へ

議
員
報
酬

議
員
報
酬

合
理
的

合
理
的

配
慮
配
慮

「
こ
の
報
酬
で
生
計
が
成
り
立
つ
の
か
」

「
こ
の
報
酬
で
生
計
が
成
り
立
つ
の
か
」

「
聞
こ
え
づ
ら
い
…
何
と
か
し
て
」

「
聞
こ
え
づ
ら
い
…
何
と
か
し
て
」

「議員は何をやっているのかわからない」という厳しい声も

聞
こ
え
方
に
不
安
が
あ
る
方
や
聴
覚

障
害
者
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、
議

会
傍
聴
の
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る
「
字

幕
シ
ス
テ
ム
」
を
今
年
度
導
入
予
定
。

議場は３階、傍聴席は４階のため「せっかく来た
のに聞こえづらくて残念」等の声が
多く寄せられていた。

↑導入後の
イメージ

令
和
6
年
1
月
、
町
民
の
代
表

18
名
で
構
成
す
る
「
第
1
回
寄

居
町
議
会
議
員
報
酬
検
討
委
員

会
」
を
開
催
。
町
民
に
よ
る
議
員

報
酬
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
会
議
は
全
6
回
で
11
月
ま

で
に
答
申
が
出
さ
れ
る
予
定
。
既

に
行
わ
れ
た
2
回
の
会
議
か
ら

「
町
民
の
声
」
を
報
告
す
る
。

第
１
回
（
１
月
20
日
）

「
寄
居
町
だ
け
で
な
く
近
隣

の
状
況
も
知
り
た
い
」

「
本
会
議
と
委
員
会
」「
一
般
質

問
」「
議
会
基
本
条
例
」
等
の
説

明
を
行
う
。
委
員
か
ら
、
比
較

検
討
の
材
料
と
し
て
近
隣
市
町

議
会
の
情
報
提
供
の
要
望
が
出

さ
れ
た
。

第
２
回
（
2
月
17
日
）

「
議
員
は
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
報
酬
で
生
計
が
成
り

立
つ
の
か
」

「
全
国
及
び
埼
玉
県
内
町
村
の
報

酬
の
現
状
」「
寄
居
町
の
議
員
定

数
・
報
酬
額
の
変
遷
」
に
つ
い

て
説
明
。
委
員
か
ら
「
費
用
弁

償
・
政
務
活
動
費
の
支
給
が
あ

る
の
か
」「
議
員
報
酬
の
財
源
は

何
か
」「
議
員
は
何
を
や
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
幅
広
い

世
代
で
議
員
に
な
り
た
い
人
が

な
れ
る
の
が
理
想
だ
が
、
生
計

が
成
り
立
た
な
い
の
が
現
状
だ
」

「
議
員
定
数
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の

で
は
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

第
3
回
以
降
は
、「
議
員
・
議
会
に
求
め
る
も
の
」「
議
員
に
な
る
た

め
の
課
題
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
検
討
を
進
め
る
予
定
。
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２
０
２
５
年（
令
和
７
年
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５
月
１
日
発
行

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８・５
８
１・９
９
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８・５
８
１・５
１
０
０

発
行
…
寄
居
町
議
会  （議
長 

𠮷
澤
康
広
） 

編
集
…
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

〒
３
６
９・１
２
９
２ 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
寄
居
１
１
８
０
番
地
１

今号の裏表紙では、町政70周年企画第２
弾として三ヶ山問題の歴史を取り上げまし
た。50年ほど前のことですが「大変な時
代だった」というのが実感です。
三ヶ山監視委員会、鉢形・男衾・折原各協
議会及び監視委員の皆様方のご努力・ご
理解により安心安全が確保されています。
皆さん、どんな思いで読んでくださったで
しょうか。　　　　　　　　　 （原口 孝)

「大変な時代だった」
E D I T O R S  N O T E , 1 1 6

6 月 3 日（火）開会予定
次回定例会は

請願・陳情はいつでも受け付けています。
６月定例会報告分は5月13日（火）午後
５時迄 に議会事務局へご提出ください。

（郵送可・必着）　

KOE METER 議会が聴いた皆さんの声 
今号は６人が登場

（2015年〜）

（日程は変更になる場合があります）

昭和48（1973）年に埼玉県が寄居町三ヶ山に計画した産業廃棄物処理施設の建設については、住民
と議会が共に動き訴えてきた歴史がある。当時の新聞の見出しを通して見た、三ヶ山の今と未来。

 昭和52年  
 ３月24日付  建設反対の請願採択
 昭和56年
 9月10日付  調査阻止に監視態勢 〜県側の説得は難航〜
 9月12日付  話し合い平行線〜住民側実力阻止の構え〜
 9月13日付  衝突は当面回避 〜県、地元へ柔軟姿勢示す〜
 ９月29日付  揺れ動く“三ヶ山”廃棄物処分場をめぐり対立
   機材持ち込みで情勢緊迫に
   大詰め 相容れぬ主張〜発展と公害で物別れ〜

写真は「埼玉県環境整備センター」
　　　 「彩の国資源循環工場」（埼玉県）より

町 政70周 年町 政70周 年
企 画 第 ２ 弾 企 画 第 ２ 弾 

当時の新聞記事を見ると、あの
ときのことが思い出されますね。
地域も、そして家族でさえ意見
が分かれ、本当に大変な時代で
した。（原口 孝議員）

※埼玉新聞・読売新聞

 昭和57年  
 4月11日付 「見返りの工業団地」〜基本構想がまとまり示す〜
 8月30日付 県が調査実施を通告 〜住民反発、実力阻止の構え〜
 9月12日付 ７年越しの懸案 〜反対住民の動き注目〜
 9月14日付 調査団現地入り 〜今週がヤマ場に〜
 9月15日付 県が機材搬入を強行 〜機動隊出動、混乱なし〜
 9月17日付 用地の七割まず買収 〜関係議案、県会へ〜
 昭和58年  
 10月21日付 県、基本計画案を提示 〜跡地は運動公園などに〜
 昭和59年
 10月9日付 県会環境常任委 慎重審議望む意見 〜採決持ち越し〜
 10月10日付 「用地買収」可決 〜県の産業廃棄物処分場・寄居町〜
 昭和60年  
 2月19日付 三ヶ山廃棄物埋立処分場建設〜県が対策本部設置〜
 6月1日付 県と寄居町が公害防止協定 〜県の責任を明文化〜
  三ヶ山廃棄物処理場問題　新段階へ 

議会広報広聴特別委員会

発行責任者（議長） 𠮷澤康広

委員
里見夕子・浅見玲子
吉田林藏・久保鷹矢
笠原則夫・原口  孝

委員長
鈴木詠子

副委員長
本間政道

「音で聴く議会だより」
「動画で見る議会だより」
議会ＨＰで公開中！

高 齢 者 や 視 覚 の
弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザ
インフォントを使用

議会が動いた「あの時この時」議会が動いた「あの時この時」
「三ヶ山問題」「三ヶ山問題」　　　　歴史歴史 当時の新聞　

見出しで辿る
昭
和
の
昭
和
の

2025年１月 20周年の節目を迎えた最終処分場
平成に入り、県は寄居町と処分場建設に係る公害防止細目協定等
を締結、平成18年に彩の国資源循環工場がグランドオープンと
なった。

「環境整備センター」の埋立て跡地に新たに整備予定の「資源循
環公園・農場」では、大型遊具の設置の他、彩の国資源循環工場
で作られた堆肥等を使って野菜を育てるなど、資源を有効活用す
る。環境と経済が両立するサーキュラーエコノミー社会の実現へ！

寄
居
議
会
です

ؾݩ͓
ɹです͔

No.116

寄
居
議
会
です

ؾݩ͓
ɹです͔


